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　ブロッコリーのセル育苗において、定植前1週間より、食塩水(NaCl濃度0.3％)を灌水すると、苗の耐干性が高ま
り、乾燥条件下で定植した場合でも、初期生育や収穫の斉一性が高まることがわかった。

苗に食塩水を灌水すると、苗の子葉が黄化したり落葉が見られることがあったが、定植後の生育に悪影響は
無かった。

苗に食塩水を灌水した場合でも、収量は通常の苗と同等か、それ以上であった。

また、通常の苗では収穫日のばらつきが大きかったが、食塩水を灌水した苗では揃いが良くなった。

通常の苗を乾燥した畑に定植すると、初期生育(定植2週間後)にばらつきが生じたが、食塩水を灌水した苗で
は揃いが良くなった。

定植適期苗への灌水を中止した場合、事前に食塩水を1週間灌水した苗は、通常の苗より萎れるのが２日程
度遅くなった。
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